
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高度な科学技術の実用化にあたり、想定されるリスクをどのように評価し、それをどのよう

にマネジメントするかは、技術者として重要な課題となります。 

本シンポジウムでは、これらに関したご講演とパネルディスカッションにより、技術者倫理

のあり方について考えます。 

杉本旭氏には、安全について技術者の立場からの考え方などをご講演いただきます。 

田村直義氏には、新技術・新製品開発におけるリスクマネジメントについてご講演いただき

ます。中村昌允氏には、事例を交えて技術者の倫理と責任などについてご講演いただきます。 

そしてパネルディスカッションでは、リスクマネジメントやリスクコミュニケーションなど

についてディスカッションすると共に、会場の皆さまとの質疑や意見交換を行い、気付きや再

考する場を提供したいと考えます。東日災および福島第一原発事故が起き、日本の社会は先が見え

ない状況にあるが、この際、   

○日時 平成 29 年 5 月 15 日(月)13：00～17：00  

○場所 学士会館２０２号室(次ページ参照) 

○定員 １２０名（要申込）   ○参加費 ２,０００円   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
【プログラム】（会場受付 12：30～） 
 
・開会のことば （13:00～13:05） 公益社団法人日本技術士会会長   吉田 克己  
・趣旨等説明  （13:05～13:10）    同 倫理委員会啓発小委員長   阿津沢 潔 
   
・講演１「安全を技術の基本から考える 

～技術者の身に着けるべきグローバルな安全感覚～」（13:10～13:55） 
NPO 安全工学研究所理事長                  杉本 旭 氏 

 
・講演２「新技術活用・新製品開発におけるリスクマネジメント」(13:55～14:40） 

株式会社インターリスク総研主席コンサルタント   田村 直義 氏 
 
・講演３ 「重大事故から学ぶ技術者の責任」（14:40～15:25） 
         東京工業大学特任教授 、技術士(化学)       中村 昌允 氏 
 

----休 憩（15:25～15:40）---- 
 
・パネルディスカッション（15:40～16:55） 

パネリスト                      杉本 旭 氏、田村 直義 氏、中村 昌允 氏 
コーディネーター         日本技術士会 倫理委員会委員長   本間 重一 

  
・閉会のことば （16:55～17:00） 日本技術士会 倫理委員会副委員長 桑江 良明 

第 9 回技術者倫理シンポジウム 

『科学技術の進展と社会への影響  
  ～リスクにどう向き合うか～ 』 

平成 29 年 5 月 15 日（月） 13:00～17:00 

主催 公益社団法人 日本技術士会 



◎シンポジウム申込み要領 

 ●定員(１２０名)になり次第、締め切りますのでお早めにお申し込みください。 

本会ＨＰの CPD 行事予定からお申込み下さい。 

URL: https://www.engineer.or.jp/ippan/dmsw0211.php 

ＦＡＸにてのお申込みも受付けていますので、下記参加申込書にご記入のうえ事務局

へ送付下さい。（事務局： TEL 03-3459-1331、FAX 03-3459-1338 ） 

◎会場のご案内（「学士会館」千代田区神田錦町 3-28 TEL03-3292-5936） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地下鉄都営三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線 

「神保町」駅下車 A9 出口 1 分 

○東京メトロ東西線「竹橋」駅下車 3a 出口から徒歩 5 分 
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ＦＡＸ ０３－３４５９－１３３８     日本技術士会事務局 行き 

第 9 回技術者倫理シンポジウム『科学技術の進展と社会への影響』参加申込書 

会社名・団体名  

所在地 
〒 

参加者氏名 
 

電話／ＦＡＸ  
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